
数学　【５から８までの確認テスト】　解答 
 
１　 ･･･①　　　　　　　 ･･･①　​✕３１)　2x y −  ( + 5 = 8 ２)　x y 1 ( − 2 = 1  
　　　 　　    ･･･②　​✕２　​　　　　 　    ･･･②yx − 3 = 7 x y −5 + 6 = 9  
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　  ↓ 
　　　   　                                             x y −2 + 5 = 8 x y 33 − 6 = 3  
　　     ー  　　　　　　　　　　  ＋  x y 42 − 6 = 1 x y −5 + 6 = 9  
  
                       11y − 2                                               8x        4 = 2 = 2  
                                  　　　　　　       　　　　　−y = 2 x = 3  
 
②に代入して 　                     ②に代入して 　✕(− )x − 3 2 = 7 ✕3 y −5 + 6 = 9   
                                    　　　　　　　　　　  　　　x + 6 = 7 5 y −1 + 6 = 9  
                                                                                                   x = 1 −y = 4  
    よって、  ​                                 よって、, y −x = 1  = 2 , y −x = 3  = 4  
 
         ･･･①３)　2(x )( + y = x + 3  
　　　　  　        ･･･②yx + 3 = 7  
     ①のかっこをはずすと、 x y2 + 2 = x + 3  
                    　   整理して、 yx + 2 = 3  
　　　　　　　　↓ 
　　　     　 yx + 2 = 3   
      　   ー   yx + 3 = 7   
                     ②に代入して、  ✕4x + 3 = 7  
　　　　     　                                                            −− y = 4 −x = 5   
　　　　　　　                               よって、y = 4 − , yx = 5  = 4  
 
 
２　(１)ケーキ６個買って、７０円の箱につめると、代金は１４５０円になった。 
　　　⇒ケーキ１個をｘ円として、方程式を作る。 
　　　　(ケーキ代)＋(箱代)＝(代金の合計)となればよいから、 
　　　　​６ｘ＋７０＝１４５０ 
　　(２)上の方程式を解いて、６ｘ＋７０＝１４５０ 
　　　　　　　　　　　　　　　　  ６ｘ＝１３８０ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｘ＝２３０ 
　　　　　　　　よって、ケーキ１個の値段は、​２３０円 
 
 



３　直線①〜④の式を求めよ。　※グラフは省略、プリントを見よう 
　①原点(0,0)を通る直線なので、比例の式 y=axの形になる。 
　　座標(1,3)を通るので、上の式にx=1,y=3を代入すると、a=3 
　　よって、​ｙ＝３ｘ 
　②原点(0,0)を通る直線なので、比例の式 y=axの形になる。　 
　　座標(2,-1)を通るので、上の式にx=2,y=−1を代入すると、2a=−1よりa=− ２

１  
　　よって、​ｙ＝− ｘ２

１  
　③原点を通らない直線なので、１次関数の式y=ax+bの形になる。(aが傾き,bが切片) 
　　ｙ軸上で、切片１を通るので、ｙ＝ａｘ＋１ 
　　グラフの傾きは、ｘが１増えるとｙが１減る(右に１いくと下に１)ので、−１ 
　　よって、​ｙ＝ーｘ＋１ 
　④原点を通らない直線なので、１次関数の式y=ax+bの形になる。(aが傾き,bが切片) 
　　ｙ軸上で、切片−２を通るので、ｙ＝ａｘ−２ 
　　グラフの傾きは、ｘが２増えるとｙが３増える(右に２いくと上に３)ので、 ２

３  

　　よって、​ｙ＝ ｘ−２２
３  

 
 
４　(１) 傾きが−２で、点(１，２)を通る。 
　　１次関数の式ｙ＝ａｘ＋ｂで、ａが傾きだから、 
　　ｙ＝−２ｘ＋ｂ　に(１，２)を代入すると、 
　　２＝−２✕１＋ｂ 
　　ｂ＝４　　　よって、​ｙ＝−２ｘ＋４ 
 
　　(２)変化の割合が４で、ｘ＝１のとき、ｙ＝−１ 
　　変化の割合と傾きと同じ意味で、ａの値なので、 
　　ｙ＝４ｘ＋ｂ　にｘ＝１，ｙ＝−１を代入すると、 
　　−１＝４✕１＋ｂ 
　　ｂ＝−５　　 よって、​ｙ＝４ｘ−５ 
 
　　(３)グラフが２点(１，２)(２，−３)を通る。 
　　(１，２)(２，−３)より、ｘが１から２になると、ｙは２から−３になるから、 
　　ｘの増加量１のときのｙの増加量は−５ 
　　よって、傾き＝ ＝ ＝−５ なのでｘの増加量

ｙの増加量
１

−５  
　　ｙ＝−５ｘ＋ｂ　に(１，２)を代入すると、 
　　２＝−５✕１＋ｂ 
　　ｂ＝７　　　​よって、ｙ＝−５ｘ＋７ 


